
企
業
と
生
物
多
様
性
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
）

は
１２
日
、
会
員
企
業
３７
社
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
生
物
多
様
性
保
全
に
つ

い
て
社
内
の
意
識
共
有
が
不

十
分
と
答
え
た
企
業
が
増

え
、
中
で
も
役
員
や
社
員
へ

の
啓
発
が
不
十
分
と
す
る
声

が
過
去
最
多
だ
っ
た
こ
と
な

ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

生
物
多
様
性
条
約
に
基
づ

き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
各
会
員

企
業
の
取
り
組
み
状
況
を
評

価
す
る
「
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
２
０
」。
１２
項
目

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
か
ら
成

り
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が「
で

き
て
い
る
」
の
か
回
答
す
る

も
の
で
、
今
年
で
６
回
目
と

な
る
。

１２
の
う
ち
７
つ
の
項
目

で
、
前
回
を
上
回
る
企
業
の

取
り
組
み
が
見
ら
れ
た
。
中

で
も
生
物
多
様
性
に
か
か
わ

る
①
原
材
料
調
達
基
準
の
策

定
②
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般

の
影
響
の
配
慮
③
影
響
を
最

小
化
す
る
努
力
④
生
物
資
源

の
公
正
な
利
益
分
配
―
―
の

４
項
目
は
１０
ポ
イ
ン
ト
以
上

増
加
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
含
む
事
業
全
体
で
の
取
り

組
み
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

分
析
し
て
い
る
。

一
方
で
、
社
内
の
意
識
共

有
に
か
か
わ
る
項
目
が
軒
並

み
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
た
。
ポ

イ
ン
ト
を
下
げ
た
の
は
、
生

物
多
様
性
へ
の
①
依
存
の
把

握
と
社
内
共
有
②
影
響
の
把

握
と
社
内
共
有
③
全
社
方
針

と
目
標
の
策
定
④
役
員
・
社

員
の
啓
発
教
育
⑤
事
業
所
周

辺
の
敷
地
管
理
―
―
の
５
項

目
。い

ず
れ
も
８
割
以
上
が

「
で
き
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
る
が
、
昨
年
よ
り
も
減

少
。
役
員
・
社
員
へ
の
啓
発

教
育
は
２
０
１
０
年
の
第
１

回
調
査
時
よ
り
も
減
少
し
て

お
り
、
会
員
企
業
に
取
り
組

み
を
後
押
し
す
る
方
針
を
示

し
て
い
る
。

平成 27年（2015 年）6月 17 日付

ＪＢＩＢ
評 価

社
内
の
意
識
共
有
に
課
題

企
業
の
生
物
多
様
性
保
全
で


